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無神論と有神論のはざまで

た自然の探究や神的ロゴスの内実の明確化によって形而上学的問いに答え，魂論を通じて

生き方に関わる倫理的問いにも答えようとし，また，ミクロコスモスとマクロコスモスの

類比を通じて認識論的問いにも対応しようとしたと言える。事情は，クセノパネスにおい

ても同様であろう。自然哲学者による自然研究は，たしかに「神々」を排除したかもしれ

ないが，「人間ならざるもの」としての「神」を排除してはいない。それは，実は「超自然

的」なものではなく，「非自然的」なものでもなく，むしろ「自然内的」なものとして，現

に自然の説明原理となっているのである。

おわりに

古代のギリシア人にとって神々の存在は自明のことであり，定まった聖典(bible)も信

経(creed)も教理(dogma)もなく宗教的儀式や|貫習があるだけのギリシア宗教におい

て，「神とは何であるか」という，宗教にとって本質的であると思われる問いが改めて問わ

れることはなかった40。ヘシオドスは『神統記」を著して神々の系譜を物語ったが，われ

われは神の探究すなわち神論の端緒を，このヘシオドスの『神統記』に，とりわけその系

譜の起点に中性名詞「カオス」(Mog)を措定して「まず初めにカオス（空隙）が生まれ

た」（116行）と躯ったところに求めることもできよう4'。当のカオスの発生源には触れら

れていないが，神々の始原であるカオスについて，それが男性性をも女性性をも超えた単

一の礎質という本性を有しているという見解一一それも，かなり革新的な見解一一をそこ

に看取することができるからである。

しかし，体系的な「神論」ということで言えば，クセノパネスを待たなくてはならなか

った。ホメロスやヘシオドスにおける神々が世界の外にあって自然の法則をも支配して不

条理にみえるやり方で振る舞っていたのとは違い，初期の自然哲学者たちにおいては，自

然の内部にあって内側から世界を規制する法則・自律的原理として神として構想されるの

である。たしかにその神は神人同形性という特質をもたないものではあるが，不死性と偉

大なる権能を所有しているものとして,宗教感情の向かう対象となりうるものなのである。

そして，こうした「哲学者の神」は，自然研究がさらに淵こした後においても依然とし

て保持されていく。テオプラストスが，自然学的研究に取り組んだ人々のうちで一番新し

い年代の人物であると語っていた紀元前5世紀のアポロニアのディオゲネス（クセノパネ

スより100年以上後の自然哲学者）は，「私の考えでは，思准をもつのは人々によって空

気と呼ばれているところのものであって，これが万物の舵取りを行い，万物を支配してい

る。なぜなら私は，まさにこれこそが神であり，すべてに行き渡って，万物を配置し，あ

らゆるものに内在していると思うのである」（｢断片」5冒頭）と述べているが，これはほ

とんどミレトス派の思考形式を踏襲した神論となっている。それは，背後にある，自然哲

学者が共有している宗教的心性の強固さを物語っている。

（金沢大学人間社会学域人文学類教授）
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追記

本稿は平成28年度科学研究費補助金（基盤研究(C)一般:15KO2076)の研究成果の一部である。
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1宗執惑情一般については，たとえばボテロのpp､4-7,pp.45ff.を参照
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3Vemanbpp.1mlm.

4Rovem,pp.143146.
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原則的に従い，邦訳については内山（編）の『ソクラテス以前哲学者断片剣に準拠したが，論旨の

都合上改変した個所がある。

10Cf.Hankinson,p.12

11Hankinson,p.13.彼によれば，先例のなし椎論（つまり，「磁石には運動を惹き起こす力がある。

また,何であれ運動を惹き起こす力をもったものは魂をもっている。したがって磁石には魂がある｣｡）

を提示したタレスは，われわれに対して，いわゆる生物と無生物という世界の因果的概念的構造を明

らかにするためにわれわれが行っている世界の形而上学的区分の根拠を吟味するよう促している。
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ロスの著作そのものに由来する表現であると見なす。αカーク,pp.151-155.なお，脚冨の都合で本

文中では扱っていないが，同じミレトス派のアナクシメネスも「われわれの魂は空気であり，それが

われわれを統括しているように，宇宙世界全体を気息と空気が包括している」（｢断片」2）と語って

おり，この始源としての「空気」を神と呼んだという証言がある(DK13A10)。要素的物質としての

空気の濃密化と希薄化によって世界過程を説明するアナクシメネスにとって，空気が神的なものであ

ったとすると，ここでもいわゆる「神の自然化」が電戎されていることになろう。

16ピンダロス『ピユテイア第5柵勝別122-123.

17カーク,p.153.

18Gregory,pp､43ff

l9これらの断片については別の個所で識議論の展開という観点から論じたことがある。三浦Qm7)

参照。

20Boys-Stones,pp.4-5.

21この断片を保存しているクレメンスは「クセノパネスは，神が一者にして非物体的であることを説

いている」と報告しているが,Tifpanier(p.280)はクセノパネスの一なる神が人間の姿ではないにし

ても何らかの身体(球形の可能性もある)を有しているように思われるとしており,Broadie(p.211)も

クセノパネスがそれを物体（身体）的存在だと考えていた可柑生を否定しない。

22Cf.Balnes,p.92Banlesはクセノパネスを"anm"limonotheist''と認定する。

23Wesbp.24.

24Cf.Ti印amer,p.279,"Xenophanes'ideaseemstolrthatadivinecompanywhereallmemlrrsare

completelygoodandselfLsuffidentwouldlrar℃almofpelfもctunderStanding:thel℃maylemam

mequalitiesmsizeorpowel>butthelでwould'たnodisagEementorcoe1℃ion.'′

25じっさい，彼自身の自然学説を提示する個所では，ホメロスやヘシオドスで神糊こされていた「ゲ

ー（大地)」も「ポントス（大海)」も「ヘーリオス（太陽)」も普通名詞として用いられているにf・

「断片」27と33)。

26「断片」1では単数形の「神」と複数形の「神々」が出てくるが，前者はﾉ釧冨ある人と結びつけられ

ているのに対して，後者はありもしない神話を物語る者との関係で語られているのに留意すべきであ

る。

27「断片」14bのみをヘラクレイトスのことばとみることについてはBabut(1975)を参照なお，「密

儀宗教の儀礼」を主語と読まないことについてはBabut(1975,p.32),Conche(p.163)を参照なお

Conche(pp.161-163)は14aの名詞の列挙（｢夜中に群れ騒ぐ信徒たち，すなわち，魔術師たち，バッ

コスの信徒たち，踊り狂う女信徒たち，そして密儀をとりおこなう者たち｣）をヘラクレイトスのこ

とばと見なす。

28CfConche,p.173:"IEshommesetlesdieuxdelareligionsontdeshommesetdesdieuxabsurdes.

&ulelaraison,danslaphilosophie,nousmontrE,enleurv餉恒,l'hommeetledivm・'’

29カーク,p.274.BoysStones,p.4.Boys-Stonesはヘラクレイトスにおいて慣習的な敬神を認める。

30「神（々 )」は「断片」5,24,30,53,67,83,92,1u,114(-I日生に疑いがある断片としては「断片」12ﾌ，
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132）で，「神霊」は「断片」79,119で用いられている。「神的な」という形容詞は「断片」78,114に

見られる。また神名については「断片」15,32,64,93,94,98,120などで言及されている。

31対立者の一致についてはすでに三浦（1甥）で論じた。

32たとえばアイスキュロス『救いを求める女たち」584，プラトン『クラテュロス』3%A6Sを参照

33Alga,P､53.

34Cf・Benirz,p.3M.

35Vlasos(p.97)はBurnetに譲歩してこの点を認めている。

36Martin,pp.219-220.Cf.BeardsleyjM.C.andBeardsley,E.L,Pﾉ"I妬叩ﾉ"α11刀""ki"8:A〃I"h、"cfiO"，

NewYork,1965,ch.1.Beardsley&Beardsleyの別¥については，これを直接参照できなかったため

Martinに全面的に伽処している。

37Alston(pp.141-142)は宗教形成に関わる特徴として,1)超自然的存在への信仰,2)神聖な対象と

世俗的対象との区別，3）神聖な対象に焦点を合わせた儀式行為，4）神々によって承認されたと信じ

られている道徳規約，5）神聖な対象を前にして儀式を執り行っている最中に喚起されがちな，しか

も観念的に神々と結びつけられる，典型的に宗教的な感情（畏怖，神秘的感覚，罪悪感，崇敬)，6）

祈祷，そしてその他の神々とのコミュニケーションの諸形態，7）世界観，つまり全体としての世界

とそこで占められる個人の場に関する一般的な説明，8）その世界観に基づいた，人の生に関する多

かれ少なかれ総体的な体系化，9）上述のものによって結びあわされた社会的集団，を挙げている。

Cf.Martin,p.217.

38Martin,p､219.

39ミノワ,p.7.

40Cf.Kmdbp.12,Boys-Stones,p.2

41原初の神々の生誕を語るところで中性名詞が登場するのは,カオス以外には125行の｢エレボス(幽

暗)｣(EQEpog)だけである。
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